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(論文内容の要旨き
自然言語は単語,句などの基礎的な言語的要秦を構造化することにより韓々な意

味を衷現する複嫁な組練体である.したがって,その理解のためには構造化の方法

と同様に,基礎的要素の持つ意醸についても適切な知見の下に取り扱いを行う必要

がある.

練計的自然言語処理においては,構文解析や依存構造解折など構造的要素の統計

的ﾓﾃﾞjt,1ﾋが進んでいるが,その基礎となる単語などの統計的ﾓﾃﾞ/L,1ﾋは近年始まっ

たばかりであり,多くの窓意的な仮定を残している.本論文では,基礎的要秦の,

ｺ-ﾊﾟｽにおける分布的晴報から導かれる統計的ﾓﾃﾞﾙ化に焦点を当て,ｺ-ﾊﾟｽ

上にみられる静的な単位と動的な単位に着目して,それぞれについてこれまで行わ

れてきた窓意的仮定を取り除くことで,分布的情報をより柔軟に取り扱うことを目

的とする.

静的単位とは文書,ﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌ,文など,ある目的のために事前に与えられてい

る単位を意味する,これらの間の意味的な拒離を測ることが多くの自然言語処理の

基礎をなしているが,ｶ-ﾈﾙ法が使用できない場一合は,通常,このためにtf.idf等

で董みづけされた轟性べｸﾄﾙ間のﾕ-ｸﾘｯﾄﾞ拒離が用いられてきた.しかしな

がら,この拒醇捻重みづ桝こ悉意的要素を持つこと,また素牲間の相関を泰現でき

ないという欠点を持っている-本論文ではこの問題に対し,ﾃﾞｰﾀ申であらかじめ

意味的に似ているとされるﾀﾗｽﾀ構造の歪みを最fl､化する最適な計量拒離を導Å

しき前記間題を同時に解決した.同様の意図を持つ先行研究と異なり,この方法は

繰り返し最､適化を必要とせず,すべてのﾃﾞ←ﾀを用いて最適な計量を解軒的に決定

することができる.同義文検索,文書検索およびべｸﾄﾙﾃﾞ-ﾀのｸﾗｽﾀ7]ﾝｸﾞ

ﾀｽﾀにおいて,従来の重みつきﾕ-ｸﾘｯﾄﾞ拒離に対する優位性を検証した.

敦的単位と絃上のような所与の単位と異なり,統計的分析を行うことで,その内

部での均質性が同定される,より精密な単位を意味する.近年,文書を単位とした

疑計ﾓﾃﾞﾙがいくつか提案され,文書中で生起する単語について溢合ﾓﾃﾞﾙの観点

から練計的に敢り扱うことができるようになっている.しかしながら,そこでは文

書内釘意味的均質牲が仮定されているために,充分長い文書には適摺することがで

きず5また文航言語ﾓﾃﾞﾙなど-の適用において,仮想的な文書として表現された

履歴全てを文き醗として使周してしまい,適切な予測が行えないという問題を持って

い/.'J.

これに対しき本論文では文脈の変化を隠れた確率過程としてとらえ, Ajie弧馳主托

1Wodeiと呼ばれる統計ﾓﾃﾞﾙを自然言語について拡張することで,隠れた時系列と

しての文脈を観測単語列からべｲｽﾞ的に逐次推定する方法を提案した.このﾓﾃﾞﾙ



は本質的に非線形な隠れﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙであり,従来の離散隠れﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙや

ｶﾙﾏﾝﾌﾞｲﾙﾀ等は推定に使用することができないが,任意の非線形時系列を追

跡できる逐次ﾓﾝﾃｶﾙﾛ法を導入することで推定を行うことができる.この方法

は意醸的な変化点を確率的に検出し,そこからの文脈を用いることで最適な予測を

得る方法であり,前記の動的単位を時系列的に同定するものとなっている.標準的

なBⅣCｺ-ﾊﾟｽでの実験において,単耗な履歴を用いる従来のﾍﾞｲｽﾞ文脈ﾓﾃﾞﾙ

に対して常に療れた予測を示した.

静的単位および動的単位に対して分布的情報を適軌こ扱うこれらの方法により,

自然言語処理において,単語など基礎的要素のより柔軟な統計的取り級いが可能と
.′--1::-).;-二.



(論文審査結果の要旨)

宰成且7年i月20削こ開催した公聴会の結果を参考に平成17年2月17日に本博士

論文の審査を行った.以下のとおり,本博士論文は,鰹案者が独立した研究者とし

て,餅究活動を練けていくための十分な秦養を備えていることを示すものと認める.

持橋太地は,本博士論文において,言語の分布暗報に基づく統計的言語ﾓﾃﾞﾙの

餅究を行い,静的および動的な凝点から以下のような手法を提案し,その有効性を
示した.

且I言語の基本単位である単語および単語から構成される文や文書の意味的近さ

を測るた糾こ,意味的に似ているとされるｸﾗｽﾀ構造の歪みを最小化する最

適な計量拒軒を導Åし,窓意的要素の少ない最適な距離計量の推定法を提案し

た,この方法による挺離計量は最適値を解析的に決定できるという手はも持っ

ている･事例に基づく機械禰訳のための同義文の検嵐文書検嵐および,文

書ﾀﾗｽﾀﾘﾝｸﾞの某験に提案した意味拒離を用いた実験を行い,従来手法に
対する優位性を示した.

望･文書に生起する単語を予灘する練計的言語言語ﾓﾃﾞﾙは,局所的な晴報にの

み依存するかきあるいは文書全捧といった太局的な情報に基づくことが多く,

話題の変化に適切に追従するﾓﾃﾞﾙの提案はあまりなされていなかった.本論

文では,文離の変化を隠れた確率過程としてとらえきMean弘i氏M｡deiと呼

ばれる紋計ﾓﾃﾞﾙを白然言語に対して拡張することによって,隠れた時系列と

しての文脈を観測単語列からべｲｽﾞ的に逐次推定する方法を握案した｡この方

法は意味的な変化点を確率的に検出し,そこからの文脈を用いることで最適な

予測を得る方法といえる･ BNCｺ-ﾊﾟｽを用した敵々な長さを持っ文書ﾃﾞ-

ﾀに対する単語予測実験を行い,単純な履歴を月恥､る従来のﾓﾃﾞﾙに対して優
れた予測が可能であることを示した.

言語の分布暗報を適切に扱う手法を提案した本研究は,独創性が高くﾁしかも実

摺的でありﾀ白然言語処理の分野において高い貢献があると評価する.

よって,本諭文は,博士(理学)の学位論文として価値あるものと藷める.


